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2023年 1月 29日
ねん がつ にち

年間第 4主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マタイによる福音は、山上の説教の冒頭部分に記されたいわゆる「真福八端」を伝え
ふくいん さんじょう せっきょう ぼうとう ぶ ぶん しる しんぷくはったん つた

ています。イエスが指摘する幸福の八つの状態、すなわち「心の貧しい人」、「悲しむ人」、
し てき こうふく やっ じょうたい こころ まず ひと かな ひと

「柔和な人」、「義に飢え渇く人」、「あわれみ深い人」、「心の清い人」、「平和を実現す
にゅう わ ひと ぎ う かわ ひと ぶか ひと こころ きよ ひと へい わ じつげん

る人」、「義のために迫害される人」の八つのタイプの幸福は、そうだと納得できるもの
ひと ぎ はくがい ひと やっ こうふく なっとく

もあれば、社会の常識から言えば決してそうとも言えない状態もあります。
しゃかい じょうしき い けっ い じょうたい

それと同時に、よく考えてみるとこの八つの真の幸福を体現されているのは、主イエス
どう じ かんが やっ しん こうふく たいげん しゅ

ご自身であることに気がつかさせられます。つまりここに掲げられているのは、イエス
じ しん き かか

が示す生き方に倣いわたしたちも生きることが、神の定めらた幸福の道なのであり、そ
しめ い かた なら い かみ さだ こうふく みち

れは人間の常識が考える幸福とは異なっていることを、このイエスのことばが教えて
にんげん じょうしき かんが こうふく こと おし

います。

「心の貧しさ」ということばは、特に日本語では否定的な意味にも取られがちなので困惑
こころ まず とく に ほん ご ひ ていてき い み と こんわく

するのですが、聖書のこの箇所が伝えたいのは、霊的な貧しさであると同時に、物質的
せいしょ か しょ つた れいてき まず どう じ ぶっしつてき

な執 着からも解放されている、私利私欲にとらわれていない状態を示しています。イ
しゅうちゃく かいほう し り し よく じょうたい しめ

エスの生きた姿に学ぶならば、人類の救いのための贖いのいけにえとしてご自分をさ
い すがた まな じんるい すく あがな じ ぶん

さげられた主ご自身は、まさしく他者のために仕える者となったという意味で、徹底的
しゅ じ しん た しゃ つか もの い み てっていてき

に「心の貧しさ」を生きた模範です。わたしたちそれぞれは、どのような生き方をして
こころ まず い も はん い かた

いるでしょうか。常に道からそれるわたしたちに、主は御ことばを通じて、すべてを神
つね みち しゅ ご つう かみ

に委ねる生き方をするように、繰り返し招いてくださいます。
ゆだ い かた く かえ まね

1 月の最後の日曜日は「世界こども助け合いの日」と定められています。この日は、子ど
がつ さい ご にちよう び せ かい たす あ ひ さだ ひ こ

もたちが使徒職に目覚め、思いやりのある人間に成⻑することを願って制定されまし
し と しょく め ざ おも にんげん せいちょう ねが せいてい

た。まさしくイエスご自身の生きる姿勢に子どもたちが与り、「心の貧しい人」として生
じ しん い し せい こ あずか こころ まず ひと い

きる道を身につけることを目指している日です。そこで、「子どもたちが自分たちの幸
みち み め ざ にち こ じ ぶん しあわ

せだけでなく世界中の子どもたちの幸せを願い、そのために祈り、犠牲や献金を」さ
せ かいじゅう こ しあわ ねが いの ぎ せい けんきん
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さげることの大切さを学ぶ日なのです。
たいせつ まな ひ

現在、日本の教会のこの活動の担当責任者は教皇庁宣教事業の日本における責任者、
げんざい に ほん きょうかい かつどう たんとうせきにんしゃ きょうこうちょうせんきょう じ ぎょう に ほん せきにんしゃ

東京 教区の門間神父様です。この日の献金は、全世界からローマの福音宣教 省に集
とうきょうきょう く もん ま しん ぷ さま ひ けんきん ぜん せ かい ふくいんせんきょうしょう あつ

められ、世界各地の子どもたちのための活動を支援しています。献金も大切ですが、一
せ かいかく ち こ かつどう し えん けんきん たいせつ いち

番大切なのは、私利私欲に生きるのではなく、他者を支えることに真の幸福の道が隠さ
ばんたいせつ し り し よく い た しゃ ささ しん こうふく みち かく

れていることを、子どもたちに伝えることであろうと思います。
こ つた おも


